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Ｂ問題

・ほとんどの児童が朝食を食べてきている。
・「ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったこと
がありますか」の問いに、多くの児童が「ある」と解
答し、達成感を得ている。
・「国語や算数の授業で学習したことは、将来、社会
に出たときに役立つと思いますか」については、多く
の児童が「ある」と解答している。

・学校の宿題など与えられた課題には誠実に取り
組んでいるが、家で予習・復習などを自ら進んで取
り組む児童が少ない。
・図書室や図書館を利用する経験が少なく、読書す
る習慣がない児童が多い。
・テレビやビデオ、DVDの視聴時間が長い。また、
テレビゲームをする時間が長い児童がいる。
・家の手伝いをやっているが、地域への行事等の
参加が少ない。

【国語】目的に応じて、複数の本や文章などを選ん
で読むことができる。
【算数】示された事柄について、二つの表を基に読
み取ることができない事柄を特定することができる。

【国語】目的や意図に応じて、グラフを基に、自分の
考えを書くことに課題がある。
【算数】単位量当たりの大きさを求めるために、ほ
かに必要な情報を判断し、特定することに課題が
ある。

【国語】基礎的な力は概ね身についている。目的や
意図に応じて書く事柄を整理することや用紙全体と
の関係に注意し文字の大きさや配列などを決めるこ
とについては相当数の児童ができている。
【算数】乗数が整数である場合の分数の乗法の計
算をし、約分することは相当数の児童ができてい
る。除法における計算の確かめの方法を理解して
いる。

〔別紙様式〕

平成２８年度全国学力・学習状況調査の結果の分析及び活用について

調査結果の分析と考察

Ａ問題

【国語】　目的や意図に応じて、収集した情報を関
係付けながら話し合うことに課題がある。平仮名で
表記されたものをローマ字で書くこと、ローマ字で
表記されたものを正しく読むことに課題がある。
【算数】小数の四則演算や割合の理解に課題があ
る。図形の構成要素に着目して、見通しをもって図
形を構成することに課題がある。

学校名 伊勢原市立竹園小学校

課題特長

授業の充実に向けた重点的な取組

家庭（地域）への発信内容（協力依頼事項）　※家庭で取り組んでほしい内容や地域の方に知っておいてほしい内容

　ご家庭や地域の方々が、子供たちの健やかな成長を支えてくださっていることを改めて認識しました。
　しかし、家庭での学習習慣、テレビ・ゲームへの利用傾向、読書の習慣など、今後も引き続き学校と家庭で共に考
えていかなくてはならないと思います。
　家庭学習については、学校の宿題など与えられた課題には誠実に取り組んでいますが、家で予習・復習など自学
自習の取り組みが不足しています。お子さんにあった内容や量の学習を行っていくことや、毎日本を読み、読書の
習慣を身につけるなど家庭学習の習慣作りが大切だと考えます。学校の指導だけでは十分な成果があがるもので
はないので、各家庭に協力をお願いしたいところです。
　テレビの視聴やゲームの使用について利用時間が多い傾向があります。スマートフォンの利用についても今後増
える傾向が予測される中、SNSによるいじめ等が社会的に指摘されていることを受けて、子供の生活習慣づくりと共
にインターネット利用の時の約束事を設ける等、検討していただきたいところです。
　また、家のお手伝いをよくやっていますが、地域への行事等の参加が少ないです。地域の方々と連携し、協力して
いただく中で、子供たちが活動する場の設定や地域住民と関わる機会を充実していきたいと考えています。これに
よって、子供たちの自己肯定感や自己有用感を高めていきたいと考えています。

質問紙

○学習の楽しさや充実感を味わうことができるように教材や指導方法の工夫・改善をしていく。
【国語】
・調べる力・考える力・表現する力を高め、さまざまな角度から多角的に客観的に捉え、相対的に最も適切なものを
選び取ることができるようにしていく。また、意見と事実を明確に見分ける力を育んでいく。
・筋道を立てて（誰でも分かるように）説明する指導の充実に努めていく。
・漢字・ローマ字を、生活の中で進んで読んだり書いたりする指導の充実に努めていく。
【算数】
・基礎的・基本的な内容を確実に定着させるために、内容等に応じた適切な教材の開発や繰り返し指導に努めてい
く。
・「筋道を立てて考える（論理性）」ことを大切にしていく。この「考える」ことのワクワクやドキドキする面白さ楽しさを
伝えていきたい。


